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令和２年第１０回立川市農業委員会総会日程 

 

日時  令和２年１１月２５日（水）午後３時 

会場  ３０２会議室 

 

１ 開会 

２ 議事録署名委員の指名 

３  報告事項 

 （１）事務報告 

（２）農地法第４条第１項第８号の規定による届出について 

（３）農地法第５条第１項第７号の規定による届出について 

（４）農地法第４３条第１項の規定による届出について 

４  議事  

  議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

  議案第２号 都市農地貸借円滑化法の規定による事業計画審査・ 

        決定について 

  議案第３号 相続税納税猶予に関する適格者証明書について 

  議案第４号 引き続き農業経営を行っている旨の証明について 

５  その他  

６  閉会  
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令和２年第１０回立川市農業委員会総会 

                令和２年１１月２５日（水） 

                立川市役所３０２会議室 

 

 

議  席   氏      名  議  席   氏      名  

 １番  鈴  木    豊  君  １０番  田  中  佐  一  君  

 ２番  金  子  波留之  君  １１番  横  幕  玲  子  君  

 ３番  粕  谷  久  敬  君  １２番  髙  杉  晋  一  君  

 ４番  小  峰  喜  昭  君  １３番  中  丸  邦  春  君  

 ５番  清  水  清  史  君  １４番  清  水  茂  男  君  

 ６番  嶋  田  貞  芳  君  １５番  井  上  洋  司  君  

 ７番  鳴  島  広  之  君  １６番  島  田  加  美  君  

 ８番  内  野  智  行  君  １７番  鈴  木  和  昌  君  

 ９番  岡  部  良  己  君    

 

 

事務局職員 

   局長  矢ノ口  美  穂  君  

   次長  奥  野  武  司  君  

   係長  原  島  邦  雄  君  

   主任  横  井  雅  司  君  
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午後３時００分 開会  

議長   それでは、定刻になりましたので、ただいまより始めたいと

思います。 

 本日は、お忙しい中、委員の皆さんには御出席をいただきま

して大変ありがとうございます。 

 私から何点か報告などもあります。 

 １１月２０日に立川市農産物品評会が開催されまして、たま

しんＲＩＳＵＲＵホールで行いまして、全部で１７９件の出品

物がありました。今回は農業祭は中止で、農産物品評会だけと

いうことで、賞のほうも特別賞と優秀賞のみという形で行いま

した。今年は台風もなかったので、作物もいい作物がたくさん

出品されたと思います。農業委員会からも特別賞として、農業

委員会会長賞も１点出させていただきました。 

 また、皆さんにお配りしております農業者大会についての検

討状況についてのメモがあります。こちらについては、全員協

議会の後で、ちょっとお話をさせていただきたいと思いますの

で、こちらも併せてよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、ただいまより令和２年１１月、第１０回立川市農

業委員会総会を開催いたします。 

 立川市農業委員会会議規則第６条の規定を満たす数の委員に

出席をしていただいておりますので、本総会は成立しておりま

す。 

 本日、本総会に付議すべき項目は別紙のとおりでございます。

御審議のほどよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、座らせていただきたいと思います。 

 

議 長   初 め に 、 議 事 録 署 名 委 員 の 指 名 で す 。 今 回 は １ １ 番 の 横 幕

委員、１２番の髙杉委員にお願いしたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 それでは、報告事項の（１）事務報告、（２）農地法第４条

第１項第８号の規定による届出が４件ございます。（３）農地

法第５条第１項第７号の規定による届出が１件です。（４）農
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地法第４３条第１項の規定による届出が１件でございます。一

括して事務局より報告をお願いいたします。 

局長   それでは、事務局より御報告を申し上げます。 

 初めに、事務報告、（１）でございます。お手元の資料、縦

長のものを御用意ください。 

 １０月２８日、先月来の予定でございます。２８日（水）か

ら２９日（木）にかけまして農業委員会会長研究集会が京都で

開催されまして、鈴木会長に御参加をいただいております。 

 １１月１２日（木）、女性農業委員等研修会が新宿で開催さ

れまして、横幕委員に御参加いただいています。この後、全員

協議会で横幕委員からも、ぜひ御紹介いただこうと考えていま

す。 

 １１月１３日（金）、本総会に向けまして現地調査を実施し

ております。 

 １１月１６日（月）、東京都農業会議の監査会、令和２年度

第２回臨時総会が開催されまして、鈴木会長に御出席いただい

ております。 

 １１月２０日（金）でございます。先ほど会長からも御紹介

がありましたけれども、たましんＲＩＳＵＲＵホールにおきま

して立川市農産物品評会が開催されまして、１７９点の出品を

いただきました。今回は感染症対策ということで、出品いただ

いた品を直売することをせずに、農家の皆様の御理解をいただ

いた上で、市内の飲食店や独り親家庭、福祉施設などに無償提

供とさせていただきました。受賞作につきましては、みのーれ

立川で展示をしております。 

 これに関しましては、近郊市の中でも、次々とこういった農

業祭や品評会等を中止にする中、実行委員の委員の皆様をはじ

め、何とか開催することができないかと、非常に何度も御検討

いただいて、いろいろ工夫を重ねられた結果、何とか立川市で

は開催の実現を見ることができたというふうに、本当に感謝申

し上げております。振興会議の会長であります金子職務代理を

はじめ、出品いただいた方、また、ＪＡの方、本当に多くの方
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のお力添えで実現することができました。 

 おかげさまで取材も入っていただきまして、みのーれでも、

また多くのお客様がお越しいただいたと聞いていますので、こ

ういう中でも少しでも明るいニュースにつながって、また、農

作物もお届けした先で夕食等でお楽しみいただいたことにつな

がっていたら、うれしいなと思っているところです。 

 商店街連合会からは、今回は、たまたまコロナということで

飲食店と連携した取組をしたんだけれども、ぜひ引き続き、農

業者の皆様とパイプを太くしていきたいという御意見もいただ

いていますので、今後とも何らかの形で、こういった農商の連

携を深める取組を続けていけたらと考えています。 

 続きまして、本日、１１月２５日（水）、農業委員会総会で

ございます。終了後に全員協議会を開催させていただきます。 

 明日以降の予定でございます。 

 来月になりまして、１２月４日（金）、農業経営の法人化と

農地の貸借・雇用の活用研究会で、立川市内での開催が予定さ

れております。事務局が参加予定でございます。 

 １２月８日（火）、全員協議会で改めまして御説明をさせて

いただきますけれども、農地パトロールを実施予定でございま

す。 

 １２月１０日（木）、担い手連絡会議、アグリマネジメント

スクール「食と農セミナー」が中野サンプラザで開催予定でご

ざいます。会長をはじめ、経営者クラブ役員の方、事務局で参

加予定でございます。 

 １２月１６日（水）、北多摩西部地区の職員検討会が東大和

市ファーマーズセンターで開催が予定されております。事務局

が出席予定でございます。 

 委員会といたしましては、１２月１５日に、１２月の総会に

向けました現地調査を行い、２５日（金）、本当に年末、年の

瀬でございますが、午後３時より第１１回の総会、終了後には

全員協議会の開催を予定しております。 

 報告事項の（１）事務報告は以上でございます。 
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 続きまして、お手元の資料、横長の、農地法に基づく届出に

関する報告を申し上げますので、第１０回立川市農業委員会総

会報告の資料を御用意ください。 

 報告事項（２）農地法第４条第１項第８号の規定による届出、

４件について御報告をいたします。 

 申請人の氏名、住所、職業につきましては記載のとおりでご

ざいます。 

 １件目。農地の所在は栄町３丁目の２筆。地目は、登記簿上

が畑、現況は雑種地と公衆用道路。面積は合わせまして７５４

㎡。転用の目的は駐車場と公衆用道路でございます。 

 ２件目。農地の所在は西砂町３丁目の１筆。地目は、登記簿

上が畑、現況は宅地。面積は７２６㎡。転用の目的は住宅用地

でございます。 

 ３件目。農地の所在は西砂町３丁目の２筆。地目は、登記簿

上が畑、現況は畑と雑種地。面積は合わせまして９３７㎡。転

用の目的は住宅用地でございます。 

 ４件目。農地の所在は錦町６丁目の１筆。地目は、登記簿上

が畑、現況は雑種地。面積は７８３㎡。転用目的は住宅用地で

ございます。 

 それぞれ周辺略図を御参照ください。 

 続きまして、報告事項（３）農地法第５条第１項第７号の規

定による届出１件について御報告をいたします。 

 譲渡人、譲受人の氏名、住所、職業につきましては記載のと

おりでございます。 

 農地の所在は西砂町３丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、

現況も畑。面積は５６㎡。転用目的は事業用地でございます。 

 周辺略図を御覧ください。 

 続きまして、ページは変わりまして、報告事項（４）農地法

第４３条第１項の規定による届出について御報告をいたします。 

 この届出ですけれども、農作物栽培高度化施設の設置におき

まして、農地をコンクリート等で覆った場合であっても農地と

して取り扱われるという措置に関わる届出でございます。 
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 高度化施設の基準といたしましては、①農作物の栽培の用に

供されるものであること、②１階数で棟高８ｍ以内、軒高６ｍ

以内であること、③屋根または壁面を透過性のないもので覆う

場合、周辺農地の日照に影響を生じさせないものであること、

④土砂の流出や雨水の流入など、周辺農地に著しい支障を生じ

させないものであることなどと規定をされております。 

 届出の書類によりまして、施設ではミニトマトの栽培を計画

しているということ、１階数であり、棟高５ｍ、軒高２．７ｍ

と基準以内であること、透過性のある素材で施設が被覆される

ことなどから、基準を満たすものとして受理をしてございます。 

 報告は以上でございます。 

議長   ありがとうございました。 

 ただいま報告がありました件について、何か御質問がありま

したらお願いしたいと思います。 

 では、私から１点。（４）の農地法第４３条第１項の規定に

よる届出がありました。こちらも現地を見せていただきまして、

これから建てるわけなんですが、入り口のところにコンクリー

トを敷くということでございます。この事例は東京都で２例目

らしいです。ほかではなかなかやっていない事例ということで

ございます。なので、なかなか珍しい事例だということのよう

でございました。ということで、私もこの現地も見てきました

ので、問題はないような感じでございました。 

 そのほか御質問はありますか。 

   ……質疑なしの声 

議 長   そ れ で は 、 質 問 が な い よ う で し た ら 、 報 告 事 項 に つ い て は

これで終了をいたします。 

 次に、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請につ

いて、１件を議題にいたします。なお、申請者が別室にて待機

しておりますので、事務局の報告や質疑後に議場にて農業継続

などについて意思確認を行いたいと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

 それでは、事務局より議案第１号の説明をお願いいたします。 
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次 長   そ れ で は 、 私 か ら 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ

いて御説明いたします。 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請は、譲受人

を含む複数人で共有の農地について、譲受人が他の持分を取得

し、単独所有としたいという内容であります。 

 農地の取得に当たりましては、農地法第３条第２項に許可す

ることができない場合が列挙されております。 

 １つに、譲受人が農業経営に供すべき取得しようとする農地

及び既に所有している農地について、必要な機械の所有状況や

従事者の数から見て、効率的に利用して耕作をすると認められ

ない場合。これは全部効率利用要件というものに当たります。 

 ２点目。譲受人またはその世帯員等が農業経営に必要な農作

業に常時従事すると認められない場合。なお、常時従事の判断

は年間１５０日以上であります。こちらは農作業常時従事要件

となっております。 

 ３つ目。農業経営面積が当該取得予定の農地を含め、別段の

面積基準を定めていないときは、都道府県においては５０ａに

達しない場合。こちらは下限面積要件となっております。 

 ４点目。農地の集団化、農作業の効率化等周辺の地域におけ

る農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障が生

ずる場合。こちらは地域との調和要件となってございます。 

 以上の要件を全て満たすと認められる場合、農地の取得許可

を受けることができるということでございます。 

 それでは、今回の、この議案第１号について御説明いたしま

す。 

 今回許可を受けようとする農地は、泉町の４筆。農地の譲渡

人及び譲受人の住所、氏名については記載のとおりでございま

す。 

 １１月１３日、申請者立会いの下、会長、清水茂男委員、清

水清史委員、田中委員、横幕委員、事務局で御本人の意思確認

等を行いましたので、御報告いたします。 

 まず、先ほどの許可要件①、全部効率利用要件に照らし合わ
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せて、農地について効率的に利用して耕作が可能かどうかの判

断ですが、農作業に必要な農業用機械等は既に所有されており、

また、稼働人員も世帯員を含めた従事者で現状耕作等がなされ

ておりますので、効率的な耕作が可能と考えられます。 

 許可要件②、農作業常時従事要件ですが、農作業への常時従

事日数については、譲受人は年間３００日を超えておりますの

で、要件を満たしているものと考えます。 

 許可要件③、下限面積要件ですが、譲受人の経営する農地は

２２０ａを超えておりますので、問題ございません。 

 許可要件④、地域との調和要件ですが、申請に係る農地全体

を現状大変きれいに管理されて植木の生産をされていることか

ら、持分取得後におきましても何ら問題が生じることはないも

のと考えられます。 

 以上のことから、申請内容は、農地法第３条第２項に規定す

る許可をすることができないものではないと考えてございます。 

 議案第１号についての説明は以上でございます。 

議長   ありがとうございました。 

 議案第１号について、調査を担当された委員から補足説明を

お願いしたいと思います。 

 補足説明を清水茂男委員、清水清史委員、田中委員、横幕委

員の順でお願いしたいと思います。 

 では、初めに、清水茂男委員、よろしくお願いいたします。 

１ ４ 番  こ の 方 は 、 息 子 さ ん と ２ 人 の パ ー ト さ ん で 植 木 の 生 産 を し

ております。この方の畑は国有地と都道立川昭島線に囲まれた

農地と、南北道路に分断され飛び地となる畑から成っておりま

す。相続時に共有名義になっていたこの畑を共有者全員の持分

を申請者に移転するものです。 

 畑のほうですが、畑にはケヤキ、桜、ヤマボウシなどが植え

られており、出荷先は主に材料屋さんに出荷されています。飛

び地の畑のほうは、以前は植木が植えられていましたが、歩道

と隣接していて危ないということで、現在は何も植えられてお

りません。 
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 両方の畑もきれいに管理されており、肥培管理は良好で、問

題ないと思います。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、清水清史委員、お願いいたします。 

５ 番   こ の 方 の 畑 は 、 皆 さ ん も ち ょ く ち ょ く 見 ら れ る と 思 い ま す

けれども、常にきれいな植木の畑でして、特に問題があるよう

な点はありませんでした。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、田中委員、お願いいたします。 

１ ０ 番  こ の 申 請 者 の 畑 は 全 部 き れ い な 畑 で あ り ま し て 、 立 派 な 植

木でありました。特に問題はありません。 

 以上です。 

議長   ありがとうございます。 

 続きまして、横幕委員、お願いいたします。 

１ １ 番  私 も 月 に 何 回 か 自 転 車 で 前 を 通 る ん で す け れ ど も 、 い つ も

心地よい空間だなと思っておりました。当日見せていただいて、

大変広い畑なんですけれども、よく管理されていて問題はない

と思いました。 

議長   ありがとうございました。 

 ただいま説明がありました件について何か質問、確認事項等

がありましたら、お願いしたいと思います。御質問ありません

か。 

   ……質疑なしの声 

議 長   そ れ で は 、 質 問 が な い と 認 め 、 許 可 を 前 提 と し て 申 請 者 に

意思確認等を行いたいと思います。それでは、申請人を呼んで

ください。 

   〔申請人 着席〕 

議 長   本 日 は 、 お 忙 し い 中 、 お 越 し い た だ き ま し て 、 あ り が と う

ございます。 

 申請人は農地法第３条の第１項の規定による許可申請につい
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て十分御理解していると思いますが、申請農地は農地を保全す

べき区域、市街化調整区域でもありますので、農業委員会とし

ましては、取得農地を含めた耕作地の肥培管理等へのお考えを

確認させていただきたいと思います。本日、その上で御出席を

いただきましたので、お願いいたします。 

 それでは、金子職務代理から質問をお願いしたいと思います。 

２番   本日は大変御苦労さまです。職務代理の金子です。 

 この３条については、もう本人は、よく知っていると思いま

すけれども、この件について２点ぐらい質問させていただきま

すので、それにお答えいただければいいと思います。よろしく

お願いします。 

 農地法第３条の申請の許可に当たっては幾つかの要件があり

ます。経営農地について効率的に利用し、耕作することや、そ

の事業に必要な機械所有状況などです。 

 そこで、現地立会い時にも確認させていただいたことの再確

認をしたいと思います。２点ほどお願いします。 

 今回、権利を取得する農地を含めた経営農地の肥培管理や、

今後の生産物及び作業計画と、農機具の所有状況についてのお

考えと、農作業に必要な常時従事者をどのように考えられてい

るか。この２点についてお伺いをしたいと思います。よろしく

お願いします。 

申請人 今日はよろしくお願いします。 

 私としては、先代の代から共有の持分があって、そのことに

ついて、今度、僕の代で、次、息子の代に行くときに、そこら

辺の共有分を解消して私のほうの所有分にしたいということで、

今回お願いしたわけなんですけれども、現状としては、肥培管

理はもう、先代のときからそうなんですけれども、ずっと植木

を植えていて、管理自体も、もう何十年と行っていて、これか

らも作付とかというのは、主に樹種とかはそんなに変わらない

んですけれども、現状のままやっていければいいな。そんな感

じで思っています。 

 また、農機具についても、先日、申請書に書いたとおり、ト
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ラクター、ユンボ、ペイローダ、その他の車両関係、順次入替

えということでやっているんですけれども、なかなか、すぐ新

規に更新できればいいというわけじゃないんですけれども、常

に機会があれば新しい物を入れて作業効率を上げていく、そん

な感じでやっていきたいなと思っています。 

 以上です。 

２番   ありがとうございました。 

 ここにいる皆さん、よく知っています。 

 本当に畑はきれいだし、今後ともあれを続けていただければ

いいと思いますので、よろしくお願いします。ありがとうござ

いました。 

申請人 ありがとうございます。 

議 長   そ の ほ か 委 員 さ ん の 中 で 御 質 問 が あ っ た ら お 願 い し た い と

思います。ありませんか。 

   ……質疑なしの声 

議 長   そ れ で は 、 な い よ う な の で 、 私 か ら も ち ょ っ と お 願 い で 、

一言だけあります。 

 申請者は、本当にもうきれいに管理されておりますので、今

後も肥培管理のほうも、きれいにしていけると思っております

ので、よろしくお願いします。 

 それと、何といっても非常に広い畑を耕作しておりますので、

体調には十分気をつけて農業を続けていっていただきたいと思

いますので、今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、本日はありがとうございました。これで終わりた

いと思います。 

申請人 よろしくお願いします。ありがとうございました。 

   〔申請人 退席〕 

議 長   議 案 第 １ 号 の 農 地 法 第 ３ 条の 規 定 に よ る 許 可申 請 に つ い て 、

許可することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。 

   ……全員挙手 

議 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 全 員 挙 手 と 認 め 、 許 可 す る こ と に

決します。 
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 次に、議案第２号、都市農地貸借円滑化法の規定による事業

計画審査・決定について、２件を議題に呈します。 

 なお、申請者、代理人が別室にて待機しておりますので、事

務局の報告や質疑後に議場にて事業計画の内容などについて確

認を行いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第２号の１の説明をお願いいたします。 

次長   それでは、議案第２号について御説明いたします。 

 都市農地貸借円滑化法に基づく事業計画の審査・決定につい

てとなります。 

 この法律は、都市農地、生産緑地の貸借の制度を整備し、都

市農地の有効な活用を図ることを目的として、平成３０年に施

行されたものです。 

 事業計画の審査の要件といたしましては、議案第１号で御説

明しました全部効率利用要件、農作業常時従事要件、地域との

調和要件、こちらは農地法第３条の許可要件と同じですが、下

限面積要件の適用はございません。 

 本法律における新たな要件としまして、都市農地の有する機

能の発揮に特に資する耕作の事業を行うことが設けられており

ます。また、借受人が地方公共団体やＪＡ、農地所有適格法人、

農業者以外の一般法人などの場合には、地域との役割分担、契

約書への解除条項記載などの要件が別途適用されることとなり

ます。 

 それでは、議案第２号の１について、現地調査を１１月１３

日、申請者立会いの下、会長、髙杉委員、小峰委員、横幕委員、

事務局で行いましたので、御説明いたします。 

 本議案は、この法律に基づき生産緑地を貸借しようとする案

件としましては、立川市では初の案件となります。 

 計画の内容は、法人が代表取締役の親族が所有する相続税納

税猶予制度の適用を受けている生産緑地に賃貸借権を設定、ハ

ウス栽培にて低カリウム野菜の生産を行うというものでござい

ます。 

 要件①、全部効率利用要件ですが、当該法人としては農地や
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農作業用機械等を所有しておりませんが、代表取締役の家族経

営農地におきまして必要な農業用機械等を所有されており、ま

た、農地全体にわたって現状耕作等がなされておりますので、

効率的な耕作が可能と考えられます。 

 要件②、農作業常時従事要件は、法人役員、代表取締役の従

事日数が年間３００日を超えておりますので、要件を満たして

いるものと考えます。 

 要件③、地域との調和要件ですが、農場管理の基準であるＪ

ＧＡＰ、都ＧＡＰを取得されている上、農薬を使用しないこと

から、地域で何ら問題が生じることはないものと考えられます。 

 本法律における新たな要件である、都市農地の有する機能の

発揮に特に資する耕作の事業につきましては、生産物等のおお

むね５割以上を生産地の自治体や隣接自治体で販売する、災害

時に一時避難場所として提供するとともに、農作物も提供する

旨の協定を自治体と締結するなどの要件のうち、１つを満たす

必要があるとされています。 

 今回の計画では先進的な栽培方法など、都市農業の振興を図

るのにふさわしい生産を行うとの要件に該当するとして申請が

なされており、具体的には、先進的ハウス及び水耕栽培技術を

導入しての低カリウム野菜の生産との内容であることから、要

件を満たすものと考えます。 

 そのほかの要件としまして、地域との役割分担要件、計画ど

おりに耕作していない場合の契約解除条件につきましても、申

請書及び賃貸借契約書に記載されており、要件を満たしている

ものと考えられます。 

 以上のことから、申請内容は都市農地貸借円滑化法第４条に

規定する事業計画として決定できないものではないと考えてご

ざいます。 

 議案第２号の１についての説明は以上でございます。 

議長   ありがとうございました。 

 議案第２号の１について、確認を担当された委員から補足説

明をお願いしたいと思います。 
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 補足説明を髙杉委員、小峰委員、横幕委員の順でお願いした

いと思います。 

 では、初めに、髙杉委員、お願いいたします。 

１ ２ 番  こ の 方 は 、 家 族 で 畑 を 耕 作 さ れ て 、 と て も き れ い に や っ て

おります。この代表取締役の方なんですけれども、今は食用花

を生産してやっております。 

 それと、貸付人の方ですけれども、もう御高齢なんですが、

この方も直売をやっており、また、畑には出ていませんが、家

族の方が取ってきた野菜などを調整するような仕事をやってお

り、何ら問題はないと思います。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、小峰委員、お願いいたします。 

４ 番   先 ほ ど 髙 杉 委 員 か ら 話 が あ っ た と お り 、 大 変 熱 心 に や っ て

いる方で、また、地域の住民の方と騒音問題等についても考慮

しておりますので、何も問題等はございません。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、横幕委員、お願いします。 

１ １ 番  従 来 の 畑 も 見 せ て い た だ き ま し た け れ ど も 、 大 変 き れ い な

畑でした。無農薬の水耕栽培という新しい農業の形は、多分消

費者も歓迎するのではないかと思います。個人的には私は土の

トマトのほうが好きですが。 

 今、小峰委員もおっしゃったように、近隣との騒音ですとか、

そういったことはちゃんと配慮されているし、あるいは、環境

面にも十分配慮されていて問題はないと思います。 

議長   ありがとうございました。 

 この方は、事務局からも説明がありましたように、立川市と

して初めての案件でございます。その中で今回申請がされまし

た。 

 ハウスについては連棟ハウスということでございます。私も

何点か聞いたんですが、やはりかなりの大型ハウスになります
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と、雨水がどうなるかということが非常に心配だったので、聞

いてみましたら、今の大型ハウスというのは雨水ますを全てつ

けるということで、その辺も問題がないということも言ってお

りました。 

 あとは、ほかの委員さんからも説明がありましたように、隣

がもうほとんど、みんな住宅なんですね。大型のファンとか、

いろいろつける関係で、騒音については大丈夫なのかという話

もありましたが、それについても非常に静かなので、その辺に

ついても問題はないということで言っておりましたので、それ

についても問題はないかと思います。 

 ということで、ただいま補足説明がありました件につきまし

て、何か質問、確認事項がありましたらお願いしたいと思いま

す。 

 井上委員、お願いいたします。 

１ ５ 番  フ ァ ン の デ シ ベ ル と い う か 、 要 す る に 、 ど の ぐ ら い の 音 な

のかというのを数字的に分かりますか。 

議 長   そ の 辺 は 全 然 聞 い て い ま せ ん し 、 ど の よ う な も の か と い う

のも……。 

１５番 何デシベルとかって。騒音の程度はそれで決まるので。 

議長   髙杉委員、その辺は何か……。 

１ ２ 番  い や 、 特 に は 、 ど ん な や つ と い う の は 、 図 面 と か は 見 て い

ないので分かりません。申し訳ないです。 

議 長   と い う こ と で 、 図 面 等 が な い の で 、 そ の 辺 は ど う い う こ と

かというのは、ちょっと判断はして……。 

１５番 聞いてみればいいですね。聞いてみたら……。 

議 長   今 日 こ れ か ら 来 ま す の で 、 で き ま し た ら 、 井 上 委 員 か ら 直

接ちょっとその辺を聞いていただくといいと思いますので。よ

ろしいでしょうか。 

１５番 はい。 

議 長   あ と 、 よ ろ し い で し ょ う か 。 ま た 今 日 お 見 え に な り ま す の

で、御本人にまた質問などしていただきたいと思います。 

 それでは、そのほか質問がありませんので、質問がないと認
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め、申請者に計画内容等の確認を行いたいと思います。申請人

を呼んでください。 

   〔申請人 着席〕 

議 長   本 日 は 、 お 忙 し い 中 、 お 越 し い た だ き ま し て 、 あ り が と う

ございます。 

 都市農地貸借円滑化法の規定による事業計画の決定につきま

して、本件が立川市として初めての案件でありますので、計画

内容について説明などをお願いしたく、本日出席をお願いいた

しました。その上、御理解と御協力をお願いしたいと思います。 

 それでは、私から質問など、前回伺ったときも質問させてい

ただいたと思うんですけれども、改めまして質問させていただ

きますので、よろしいでしょうか。 

 この法律は、生産緑地の貸借制度を整備し、都市農地の有効

な活用を図ることを目的として平成３０年に施行されたもので

ございます。 

 本法律について、申請人が提出する事業計画を農業委員会が

審査・決定することにより、貸借が成立する制度となっており

ます。 

 この事業計画は、都市農地の有する機能の発揮に特に資する

耕作の事業の用に供していることが要件となっています。 

 申請人におきましては、先進的な栽培方法など都市農業の振

興を図るのにふさわしい生産を行うという計画を掲げ、申請を

いただきました。 

 具体的には、先進的なハウス及び水耕栽培技術を導入しての

低カリウム野菜生産という事業内容を掲げていただいておりま

す。 

 ここでお聞きいたします。 

 当該事業内容の詳細について御説明をお願いいたします。 

申 請 人  事 業 内 容 と し て は 、 ３ ０ ０ 坪 の ハ ウ ス を 建 て 、 そ の 中 で 水

耕栽培で低カリウム野菜を生産し、販売するという方向で進ん

でいて……。事業内容……。どこまでしゃべればいいですか。 

議 長   い や 、 い い で す よ 。 そ の 辺 で も う 結 構 で す 。 あ り が と う ご
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ざいました。 

 あと、もう１点よろしいですか。 

 続きまして、当事業計画の確認については、貸付人の責務に

ついても掲げなくてはいけないんですね。具体的には、借受人

の年間従事日数の１割程度を貸付人が従事する必要があります。

これは将来、相続等が発生した際に、主たる従事者の証明の発

行を担保とするため、貸付人の一定程度の関与についてあらか

じめ計画しておくものでございます。 

 ここでお聞きします。 

 貸付人の従事作業等の関与の仕方についてお聞かせをお願い

します。 

申 請 人  貸 付 人 は 、 お ば あ ち ゃ ん な ん で す け れ ど も 、 現 状 も 同 じ よ

うに畑で農作業をしているので、おばあちゃんは役員としてい

るので、同じように低カリウムでもうやっています。そもそも

低カリウム野菜のほうが、作業内容としてはほとんど同じこと

の繰り返しというか、単純ではないんですけれども、切り取っ

ていったり、袋詰めしてという作業が、どちらかというと、今、

福祉と連携をしたりとか、障害者もそうなんですけれども、シ

ルバーでもできるような内容を進めているので、おばあちゃん

も同じように１か月以上、年間でちゃんと従事できるように進

めています。 

議長   ありがとうございました。 

 借受人の年間の従事日数の１割は貸付人が従事しなくちゃい

けないという決まりですね。今のだと。なので、今言った従事

日数もクリアされておりますので、問題はないかと思います。 

 ということで、質問は以上になります。ありがとうございま

した。 

 それでは、あと、ほかの委員さんから質問をお願いしたいと

思います。 

 では、井上委員、お願いします。 

１ ５ 番  質 問 は 、 何 か フ ァ ン を つ け る … … 。 フ ァ ン を … … 。 換 気 扇

ですか。つけられているということなので、私のところも同じ
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ようなところなんですけれども、騒音の問題というのが農作業

に出てきて、ファンというのは割と、室内の温度を調整するた

めに使うので、いろんなときに回ると思うんですけれども、そ

のときの音は、ファンの何デシベルぐらいが最高の……。 

申請人 何デシベル……。 

１ ５ 番  一 応 基 準 が 、 住 宅 地 だ と ３ ０ と か ４ ０ と か と 決 ま っ て い る

と思うんですよね。だから、何かデシベル的なものが分かると

ありがたいなと思ったんですけれども。 

申 請 人  今 、 把 握 は し て い な い の で 、 ち ょ っ と し っ か り は 言 え な い

んですけれども、環境基準というか、それを満たしている正規

の商品を使うので、そこは問題ないと思います。 

１ ５ 番  何 か 分 かれ ば 教 え て も ら いた い な と 思 っ た んで す け れ ど も。 

申 請 人  あ と 、 その 環 境 、 周 り も そう な ん で す け れ ども 、 現 状 、 今 、

温風機とかを入れていまして、近所の方々にも最初にお話をし

て、あとプラス、電照もしているんです。青だったり赤の。そ

れも一応、近所の方には説明をして承諾を受けているので、ク

レームなどはここ１０年、一切そういうものを始めて、暖房機

も２台、加温で冬、動かしているんですけれども、そこに関し

ては一切言われたこともなく、一応大丈夫なようにはしており

ます。 

議長   よろしいでしょうか。 

１５番 はい。 

議 長   そ の ほ か に 御 質 問 あ り ま す で し ょ う か 。 よ ろ し い で す か 。

いいですか。ありますか。 

２ 番   申 請 者 の 農 業 経 営 は 、 私 も 大 分 知 っ て い ま す け れ ど も 、 貸

付人もまだ元気でやっているし、これは１つ、従業員として１

名となっていますけれども、もう１名２名いますよね。親がい

ますよね。 

申請人 親は……。はい、います。 

２ 番   そ こ も 含 め て や れ ば 十 分 、 従 業 員 人 数 と い う か 、 作 業 人 数

は足りると思うので。 

 本当に初めてのことで、自分たちもよく分からない。見せて
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もらっても多分分からないかなと思うんだけれども、頑張って

やっていただきたいなと思いますので。質問じゃないです。お

願いです。 

申請人 ありがとうございます。 

議 長   あ と 、 ほ か の 委 員 さ ん で … … 。 初 め て で す か ら ね 。 な か な

か大変かと思います。 

 質問よろしいですか。 

   ……質疑なしの声 

議 長   そ れ で は 、 質 問 が な い よ う な の で 、 本 日 は 本 当 に あ り が と

うございました。新しい試みでありますので、ぜひ成功させて

いただきたいと期待しております。 

 本当に本日はありがとうございました。 

申請人 ありがとうございました。 

   〔申請人 退席〕 

議 長   そ れ で は 、 議 案 第 ２ 号 の １ 、 都 市 農 地 貸 借 円 滑 化 法 の 規 定

による事業計画審査・決定について、要件を満たしているとし

て決定することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。 

   ……全員挙手 

議 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 全 員 挙 手 と 認 め 、 決 定 す る こ と に

いたします。 

 続きまして、議案第２号の２の説明を事務局よりお願いした

いと思います。 

次長   続いて、議案第２号の２について御説明いたします。 

 １１月１３日、申請者代理人立会いの下、会長、清水茂男委

員、清水清史委員、田中委員、横幕委員、事務局で行いました

ので、御説明いたします。 

 計画の内容は、法人が代表取締役の親族が所有する相続税納

税猶予制度の適用を受けている生産緑地に使用貸借権を設定、

ハウス栽培にてミニトマトの生産を行うというものでございま

す。 

 要件①、全部効率利用要件ですが、当該法人所有地、借入地

において現状農業経営を行っており、売上高を伸ばしておりま
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す。また、農作業用機械等も所有しており、農地全体にわたっ

て効率的な耕作が可能と考えられます。 

 要件②、農作業常時従事要件は、代表取締役の従事日数が年

間３００日を超えておりますので、要件を満たしているものと

考えます。 

 要件③、地域との調和要件ですが、敷地面積の大部分がハウ

ス内となり、屋外での生産とはならないこと、残渣や除草を適

切に行うとのことから、要件は満たすと考えられます。 

 都市農地の有する機能の発揮に特に資する耕作の事業につき

まして、本計画では、先進的な栽培方法など都市農業の振興を

図るのにふさわしい生産を行うとの要件に該当するとして申請

がなされており、具体的には、東京みどり農業協同組合が生産

を推奨するブランドのミニトマトの生産であることから、要件

を満たすものと考えております。 

 なお、申請法人は、農地を所有することもできる農地所有適

格法人であることから、以上の要件を満たせば事が足り、解除

条件付き契約などの要件の適用はございません。 

 このことから、都市農地貸借円滑化法第４条に規定する事業

計画として決定できないものではないと考えてございます。 

 議案第２号の２についての説明は以上でございます。 

議長   ありがとうございました。 

 それでは、議案第２号の２について、確認を担当された委員

から補足説明をお願いしたいと思います。補足説明を田中委員、

清水茂男委員、清水清史委員、横幕委員の順でお願いいたしま

す。 

 それでは、初めに、田中委員、お願いいたします。 

１ ０ 番  こ の 畑 は 、 ３ ０ ａ の 畑 に お き ま し て ４ 連 棟 の ビ ニ ー ル ハ ウ

スを造りまして、ミニトマトを栽培する予定と聞きました。 

 現状、西側のほうは住宅地になっておりまして、北側のほう

が玉川上水、東側のほうが農地となっておりまして、近隣のほ

うに迷惑がかからないような施設となっていると思っておりま

す。 
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 以上であります。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、清水茂男委員、お願いします。 

１ ４ 番  こ の 方 は 、 都 市 農 地 貸 借 円 滑 化 法 に よ り 、 使 用 貸 借 期 間 ３

０年で農地を使用貸借し、この畑にビニールハウスを４棟建て、

養液栽培でミニトマトの栽培を行うものです。ビニールハウス

は隣接する民家及び隣接する畑とは３ｍの間隔を空け、また、

ビニールハウスの入り口付近はコンクリートで舗装することに

なっています。 

 養液栽培に使用する水は既設の井戸の水を使用し、使用した

井戸水の排水に関しては浸透ますを設置することになっていま

す。ミニトマトの管理作業に関しては、現在使用しているパー

トの従業員を増員し作業に当たらせ、生産されたミニトマトの

出荷先は市場、直売所の予定となっております。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、清水清史委員、お願いいたします。 

５ 番   こ の 方 は 、 現 状 は 何 も な い ん で す け れ ど も 、 そ の 前 は 果 樹

をやられておりまして、特に、風よけネットが前はあったんで

すけれども、そういうのもあって、特に近隣からの苦情はない

と思います。大きなハウスが西砂のほうで１棟ありまして、そ

れがあるので、多分実績的にはあると思いますので、問題はな

いと思います。 

 以上です。 

議長   ありがとうございます。 

 続きまして、横幕委員、お願いします。 

１ １ 番  皆 さ ん お っ し ゃ っ た よ う に 、 環 境 の 問 題 で す と か 、 近 隣 と

の日照権の問題、騒音の問題も全てクリアしているということ

で、法律上は何の問題もないと思います。 

議長   ありがとうございました。 

 私からも１点、報告をしたいと思います。 

 このハウスのところには、先ほど入り口のところにコンクリ
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ート張りのハウスということで、先ほど届出がありました。そ

のほかに入り口のところに駐車スペースを置くということでご

ざいます。そこは砂利を敷くそうなんです。本来、砂利は農地

は敷いてはいけないというのは、もう皆さん御存じのようなの

で、それを確認しましたら、防草シートを敷いて、その上に石

を敷くということだそうです。ということは、農地は、防草シ

ートを敷いて砂利を敷けばいつでも撤去できる、そういう状態

なので、それについては問題がないと思われます。 

 ということで、今後、もしそういうところで調査とか、見に

行った場合、何で、敷いてあるんじゃないかと思われる可能性

もありますので、防草シートを敷いて砂利を敷くという形でや

るということでございます。 

 また今後、またでき上がったら見に行きたいと思っておりま

す。 

 ただいま説明がありました件について、何か御質問、確認事

項がありましたら、お願いしたいと思います。 

２ 番   ち ょ っ と 事 務 局 に 質 問 な ん で す け れ ど も 、 自 分 た ち が ず っ

とやってきたときに、今、ハウスの周りや入り口のコンクリー

トと、そのハウスに入るまでの作業の区間では、コンクリート

を敷いていいという規定になっていると、農業会議で昔聞いた

んですけれども、作業スペースまでの間だったらいいという。

今、砂利の話が出たので、コンクリを打つところは可能だと東

京都農業会議のほうで聞いたことがあるんですけれども、その

規定は今どうなっているんですか。まだこっちには来ていない

んですかね。 

 だから、すごいメーターじゃなくて、道路を汚さないための

作業場までのコンクリはオーケーで、ハウスに入るまでの作業

のコンクリはオーケーと規定で聞いていたんだけれども、それ

はどうなんですかね。今どうなっているの。 

主 任   そ の 規 定 な ん で す が 、 平 成 １ ４ 年 に 農 林 水 産 省 が 出 し ま し

た規定なんですけれども、農地において最低限維持するのに必

要なコンクリート部分というのは、ある程度必要だという。今、
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金子委員がおっしゃっていただいた部分は生きております。 

 ですけれども、その辺の、きちんとした規定の、こうである

といった整理のほうが完全になされてはいないので、個別に、

例えば余りにも広過ぎる面積であるとか、そういったものは、

やはり認めることができないのかなと思うんですけれども、僅

少であったりとか、最低限のものであるのであれば、許容され

る範囲ではないかと思われます。 

２ 番   そ う な ん で す よ 。 聞 い た とき に は 、 作 業 場 まで 行 く ま で の 、

すごい近隣……。 

 だから、それを聞いているんですけれども、砂利は駄目だと

いう、そのときの要件もあったんですよ。どんな状態であって

も、下に何を敷こうと砂利を入れることは駄目だよと。コンク

リートのほうでないと駄目だと言われたんですけれども、メー

ター的な解釈はなくて、あくまで近隣の作業、搬出の車を置く

場所と、車から泥を持ってこない、作業に準じる場所のメータ

ーはコンクリを打ってもいいと。要は、そういうふうに聞いて

いるので、メーターは分からないですよ。そこまでのハウスの

距離があって、どのぐらいなのか。作業車両１台分の泥を持っ

てこないためのコンクリだったらいいんじゃないかなとは、自

分は思っているんですけれども。聞いたところによると。砂利

は駄目だと聞いていましたけれども。そこですよね。規定があ

るか、ないか。 

議長   では、いいですか。 

主 任   砂 利 敷 き に 関 し て は 、 明 確 に 難 し い と こ ろ な ん で す け れ ど

も、コンクリートに関しましては、道路から農地のほうに入る

とか、そういったところで、ある程度展開できる部分とか、そ

ういったところは許容されるところではあるんですけれども、

おっしゃっていただいたように、明確に何ｍであるとか、そう

いったところはございません。 

 例えば、道路から入る際に周辺に泥が出てしまうというのは、

そういったところを防ぐ上で、ある程度そういったところで、

全体で判断して農地を侵害してしまうような面積に至っていな
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いのであれば、そちらはよろしいのかと思われるんですけれど

も、個別的な案件になりますので、その際は事例として持ち帰

って、場合によっては皆さんに御協議いただく場面が生じる可

能性はあるかと思います。 

 以上です。 

２番   分かりました。いいです。大丈夫です。 

議長   ありがとうございました。 

 この後、申請人の代理人の方がいらっしゃいますので、代理

人の方に、その辺についても質問などをしていただければいい

かなと思っております。 

 そのほかは、何か髙杉委員から質問があるそうです。 

１ ２ 番  別 紙 に こ の 方 の 計 画 し て い る ハ ウ ス が 載 っ て い る ん で す け

れども、これはパイプではなくて鉄骨ハウスだと思われるんで

すが、建築指導課はどうされたんですかね。 

議 長   こ の 件 に つ い て は 委 員 の 皆さ ん は 分 か ら な いの で 、 実 際 は 、

本人にちょっと確認を取ってみたらいかがでしょうか。それか、

今日、農業振興係の事務局の方も見えていますので、その辺が

分かれば、ちょっとお願いしたいと思いますけれども、いかが

でしょうか。 

次 長   で は 、 御 本 人 に 確 認 し て い た だ く の が よ ろ し い か と 思 い ま

すが、実は、このハウスに関しては今年度の東京都の活性化事

業の補助金の対象案件になっていまして、建築指導課と調整し

て、当然、法律に基づいて適格に建てられるものであることは

確認しておりますので、若干、事務局から補足があれば。 

主任   農業振興係の大沢と申します。 

 今回のお話にあったハウスに関しましては、今、次長がお話

ししましたとおり、都市計画課になるんですけれども、都市計

画課の生産緑地の担当をしている者と一緒に協議をさせていた

だきまして、こちらは四角というか、角ばったような形のよう

に見受けられるかと思いますけれども、こちらは、四角の形状

をしたパイプのハウスという形で聞いておりまして、部材等も

都市計画部門の者に見ていただきながら、この仕様であれば問
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題ないよねというふうに、あらかじめ許可を得て進めているも

のでございます。 

 補足説明は以上でございます。 

議長   ありがとうございました。 

 そうしたら、あとは直接、申請人代理人の方が見えますので、

質問をしていただけたらと思っておりますので。それでよろし

いでしょうか。いいですか。 

１ ２ 番  私 も 実 は 鉄 骨 で 造 り た か っ た ん で す よ 。 こ う い う も の を 造

りたいということで都市計画課に持っていったんだけれども、

もう鉄骨であるから駄目よ、基礎があるから駄目よという話だ

ったんですけれども、それが申請する人によって、片方でよく

て、片方で駄目とかというのだと、何かよくないんじゃないの

かなと思って、それで質問させていただきました。 

 ちなみに、議案第２号の番号１番の方も、実は当初、鉄骨で

造りたかったようなんですけれども、建築指導課のほうで駄目

ということで、仕方なくパイプで申請したという経緯があるも

のですから、その辺の都市計画課のほうの見解を、人によって

変わるのではなくて統一見解にしてもらえればなと思って質問

させていただきました。 

次 長   今 日 、 全 員 協 議 会 で 都 市 計 画 課 の 人 間 が 来 ま す の で 、 こ の

案件に関してのは、この後、代理人の方に内容を聞いていただ

いて、その上で、都市計画課の考え方というか、見解につきま

しては、後ほどまた、その場で確認いただければと思います。 

１２番 分かりました。 

次長   よろしくお願いいたします。 

議長   そのほか質問ありますか。よろしいですか。 

   ……質疑なしの声 

議 長   そ れ で は 、 質 問 が な い と 認 め 、 代 理 人 に 計 画 内 容 等 の 確 認

を行いたいと思います。代理人を呼んでください。 

   〔代理人 着席〕 

議長   本日は、お忙しい中、ありがとうございます。 

 都市農地貸借円滑化法の規定に、事業計画の決定につきまし
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て、計画内容などについて御説明などお願いしたいと思います。

それで本日出席をお願いいたしましたので、御協力のほどお願

いしたいと思います。 

 それでは、私のほうから質問させていただきたいと思います。

先日も質問もさせていただきましたけれども、改めて質問させ

てください。 

 この法律は、生産緑地の貸借制度を整備し、都市農地の有効

な活用を図ることを目的として平成３０年度に施行されたもの

です。本法律において申請人が提出する事業計画を、農業委員

会が審査・決定することにより、貸借が成立する制度となって

おります。この事業計画は、都市農地の有する機能の発揮に特

に資する耕作の事業の用に供していることが要件となっており

ます。 

 申請人におきましては、先進的な栽培方法など都市農業の振

興を図るのにふさわしい生産を行うという計画を掲げ、申請を

いただきました。 

 具体的には、東京みどり農業協同組合が生産を推奨するブラ

ンドのミニトマトの生産という事業内容を掲げていただいてお

ります。 

 ここでお聞きいたします。 

 当該事業内容の詳細について御説明をお願いいたします。 

代理人 今日はお世話かけます。 

 事業内容といいましても、実質的には農地にハウスを建てて、

それが要するに養液栽培によるミニトマトということで、今現

在、調整区域の西砂のほうにやっております。それの規模拡大

という意味合いで今回お願いをしているわけですけれども、世

の中の傾向として、やっぱり規模拡大をしていくという１つの

流れの中に、ある一定枠の量を作らないと、市場的なブランド

化並びに地域の皆さんにも認知をしていただくための方法とし

ては、なかなか難しいということで、より一層生産をしていこ

うという形で、今回、約４，０００㎡弱のところに３，０００

㎡掛けるビニールハウスを建てて、そこで養液栽培のミニトマ
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トをより一層生産していくということで今回お願いをして、都

市計画課のほうにもお願いをして、都市計画課からは受理をさ

れており、許可されております。 

 今回、農業委員会のほうで提出してある資料に基づいてお願

いをするわけですけれども、ほかに何か皆さんで話があるよう

でしたら、お聞きいただければ、私が答えられる範囲内でお話

をさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。あと、もう１点ありますので。 

 続きまして、当事業計画の認定につきましては、貸付人の責

務についても掲げなくてはいけません。具体的に、借受人の年

間の従事日数の１割程度を貸付人が従事することが必要でござ

います。これは将来、相続等が発生した際に、主たる従事者の

証明の発行を担保とするため、貸付人の一定程度の関与につい

て、あらかじめ計画をしておくものでございます。 

 ここでお聞きします。貸付人の従事作業等の関与についての

仕方について、お聞かせをお願いしたいと思います。 

代 理 人  私 が 主 に や る わ け で は あ り ま せ ん け れ ど も 、 補 助 的 な 流 れ

の中で総体を見ながら、１割といいますけれども、現実的には

かなりの日数、それなりにやらなければならないと認識はして

おります。ほかの作業もありますし、ほかの農業もありますし、

それだけをやるわけにはいきませんけれども、かなりのところ

は手伝うという形も、場合によれば主戦投手になることもあろ

うかと思いますけれども、そんなところを含めて作業をしてい

くということです。 

議長   ありがとうございました。 

 それでは、私からの質問は以上になります。 

 そのほかに委員さんの中で質問がある方はお願いしたいと思

います。 

１ ２ 番  ハ ウ ス の こ と で ち ょ っ と お 聞 き し た い ん で す が 、 パ イ プ ハ

ウスとおっしゃいましたけれども、上の屋根部分というんです

か。これは鉄骨ではないのですか。 
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代理人  基本的には全てパイプです。 

１ ２ 番  ち な み に何 ㎜ ぐ ら い の パ イプ を 使 わ れ る ん です か 、 こ れ は。 

代 理 人  細 か い こ と は 、 ち ょ っ と 分 か り ま せ ん け れ ど も 、 多 分 ４ ０

は出ているんじゃないかと思いますよ。 

議長   よろしいですか。 

１２番 はい。 

２ 番   で は 、 １ つ 。 質 問 で は な い ん で す け れ ど も 、 先 ほ ど ち ょ っ

とこの会議で話が出まして、貸借に関しては、譲るわけではな

いので、一緒にやるということで全然問題はないと思うんです

が、今も質問がありましたけれども、パイプに関しても言いま

せんけれども、ちょっと出たのが、コンクリを一部敷くという。

入り口のコンクリ。それとあと、車両を置くところが砂利とい

う話があったんですけれども、先ほど事務局には聞いたんです

けれども、国の関係で、平成１４年に、作業するところの最低

利用するところまではコンクリを打ってもいいとは聞いている

ので、もし可能でしたら砂利よりもコンクリのほうがいいのか

なと。 

 そうすると、その打つ場合に面積というものを、ちゃんとそ

れをまた、都市計画課ではないですけれども、許可を取ってい

ただいて、そのほうが環境、道路を汚さないのかなと思うので、

ここはちょっと質問ではないんですよ。そのほうがいいのでは

ないかなということで、その考えはあるのかなと思いまして。

できれば。 

代 理 人  で き れ ば 、 補 助 を い た だ け れ ば コ ン ク リ に し た い と 思 い ま

す。しかしながら、現状では砂利。防草シートを敷いて、その

上に砂利を置くということで、将来的については、多分そう簡

単にはなかなかやらないんじゃないかとは思いますけれども、

周りの環境に対応して、やらざるを得なくなればやるのであろ

うと思いますけれども、できればコンクリは極力やらないほう

がいい。というのは、自然に雨の水が、単純にそこへ降ったも

のはしみていくというのが大原則だろうと思っていますから。

それじゃなくても、ビニールの屋根がある以上は、その部分は
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吸込槽なりなんなりに全部入っていっちゃうので、結果として

地球に戻るのかもしれませんけれども、できる限り打たないほ

うがいいだろうという考え方と、予算の都合上です。 

議長   ありがとうございます。 

 その他ありますか。よろしいですか。 

   ……質疑なしの声 

議 長   委 員 さ ん か ら 質 問 が な い の で 、 こ れ で 質 問 は 全 て 終 わ り ま

したので、本日はありがとうございました。くれぐれも体調に

は気をつけて従事していただきたいと思いますので、今後とも

よろしくお願いしたいと思います。今日はありがとうございま

した。 

代理人 どうもありがとうございました。 

   〔代理人 退席〕 

議 長   そ れ で は 、 議 案 第 ２ 号 の ２ 、 都 市 農 地 の 貸 借 円 滑 化 に 関 す

る法律の規定による事業計画について、要件を満たしていると

して決定することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。 

   ……全員挙手 

議 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 全 員 挙 手 と 認 め 、 決 定 す る こ と に

いたします。 

 次に、議案第３号、相続税納税猶予に関する適格者証明書に

ついて、２件を議題にいたします。なお、申請者が別室にて待

機しております。事務局の報告や質疑後に議場にて意思確認を

行いたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、議案第３号の１の説明をお願いいたします。 

次 長   そ れ で は 、 農 地 等 の 相 続 税 納 税 猶 予 に 関 す る 適 格 者 証 明 に

ついて御説明いたします。 

 現地調査を１１月１３日、申請者立会いの下、会長、小峰委

員、髙杉委員、島田加美委員、内野委員、横幕委員、事務局で

行いましたので、調査結果を報告いたします。 

 議案第３号の１。農地等相続人の住所・氏名については、記

載のとおりでございます。 

 特例適用申請農地は若葉町３丁目の２筆になります。略図１
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を御覧ください。略図１は、立川第九中学校の南西、五日市街

道に接した農地で、ツツジやナンテンなどの植木が植え付けら

れておりました。境界もしっかり確認でき、肥培管理も良好で

した。 

 議案第３号の１についての説明は以上でございます。 

議長   ありがとうございました。 

 議案第３号の１についての確認を担当された委員から補足説

明をお願いしたいと思います。 

 補足説明を小峰委員、髙杉委員、横幕委員の順でお願いした

いと思います。 

 それでは、小峰委員、お願いいたします。 

４ 番   先 ほ ど 事 務 局 よ り 話 の あ っ た と お り 、 境 界 の 確 認 と 、 サ ツ

キ、ツゲが植えられておりました。あと、少しなんですけれど

も、杉のほうに枯れ枝がありましたので、それを片づけるよう

に指導しておきました。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。 

 引き続きまして、髙杉委員、お願いします。 

１ ２ 番  境 界 石 も し っ か り 入 っ て い ま し た し 、 植 木 も き れ い に 植 わ

っていて、特に問題はないと思います。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、横幕委員、お願いします。 

１ １ 番  測 量 済 み と い う こ と で し た の で 、 大 変 簡 単 に と い う か 、 確

認ができました。以前、現地調査をしたときに大木の根が幾つ

かあったんですけれども、あれが腐るまで待つというのは大変

だという話でしたけれども、今回行ったときにはきれいに撤去

されていました。 

議長   ありがとうございました。 

 この方は数年前に宅地から農地登録をしまして、それで農地

にした場所でございます。そこのときに、かなり太いケヤキが

ありまして、ケヤキのほうも全部切って、根まで取るとブロッ

クが倒れてしまうということで、かなり今すごい機械があって、
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大木を削り取っちゃう、そういう機械で削ったんですね。大木

を。それで今回行ってみたら、もうほとんどない状態で。 

 あと、早く腐らせるためにドリルで穴を空けて、こういうふ

うに切ってありまして、それはもう腐っている状態でございま

して、本当にこれで大丈夫かななんて、ちょっと心配したとこ

ろだったんですけれども、そういうことで、きれいに植木が植

え付けられ、境界のほうも全て測量図面に基づいて全部確認を

させていただきましたので、問題はないかと思います。 

 それでは、ただいま説明がありました件について何か質問、

確認事項がありましたらお願いしたいと思います。よろしいで

しょうか。 

   ……質疑なしの声 

議 長   そ れ で は 、 質 問 が な い と 認 め 、 証 明 書 の 発 行 を 前 提 と し て

申請者に意思確認等を行いたいと思います。申請人を呼んでき

てください。 

   〔申請人 着席〕 

議長   本日は出席していただきまして、ありがとうございます。 

 申請人には相続税猶予制度について十分御理解しているかと

思いますが、農業委員会総会において、その意思を改めて確認

させていただきますので、御協力をお願いしたいと思います。 

 農業委員会としては、相続税納税猶予制度が正しく運用され

なければ、制度そのものが維持できなくなり、立川農業の発展

はおろか、農地を存続させることすらできなくなってしまうと

考えております。そこで、農業経営に対する申請人のお考えを

お尋ねしたいと思います。 

 それでは、最初に農業経営部会長、次に土地利用部会長の順

に質問をいたします。 

 まず初めに、鈴木農業経営部会長、お願いいたします。 

１７番 よろしくお願いいたします。 

 本日はお忙しい中、お越しいただきましてありがとうござい

ます。 

 相続税の納税猶予制度は、東京など首都圏で農業経営を継続
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していく上で、なくてはならない制度であると同時に、他の業

種にはない特別な制度であります。この制度を申請された農地

は生涯にわたり農業経営を行う義務があります。この長い期間、

様々な理由により申請者自身で耕作することが困難になること

も考えられますが、そのような場合でも農業経営は継続してい

かなければなりません。仮に申請者自身の健康状態が悪くなっ

たときには、家族の協力がなければ農業経営の継続が難しくな

ることが予想されます。 

 そこで、確認させていただきます。 

 １つ目。申請者自ら生涯にわたって農業経営を継続していく

意思をお持ちでしょうか。 

 ２つ目。後継者の育成や申請者以外の農業補助者、御家族の

方の協力、支援等を受けられるのでしょうか。 

 以上２点についてお答えをお願いいたします。 

申 請 人  ま ず １ 点 目 。 今 後 、 長 い 間 、 自 分 の 健 康 状 態 が 続 く 限 り 農

業はしていきたいというふうに強く思っております。 

 ２つ目。私のところには男の子が３人おりまして、今のとこ

ろ、長男が後に続くというか、農業をしてもいいという気持ち

の確認はしておりますので、その点は大丈夫かと。現在ですと

父と私と妻と３人でやっておりますので、大丈夫ではないかな

というふうには考えております。 

１ ７ 番  あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に も 農 地 が あ る と 思 わ れ ま す

ので、あと、農園もやられていますので、御苦労があるかと思

いますけれども、よろしくお願いいたします。ありがとうござ

いました。 

議 長   そ れ で は 、 続 き ま し て 、 粕 谷 土 地 利 用 部 会 長 、 お 願 い い た

します。 

３番   よろしくお願いします。 

 本日はお忙しい中、お越しいただき、ありがとうございます。 

 では、先ほどの質問と重複するような部分もございますが、

質問させていただきます。 

 相続税の納税猶予制度は農業だけに適用される特例措置です。
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各市町村の農業委員会は、この制度が存続されるよう様々な努

力をしていますが、申請者や家族の方が農地の肥培管理を適切

に行わなければ、この制度を維持することはできなくなります。

適用申請農地は原則として申請者自身で耕作を行う必要があり

ますが、都市農地貸借円滑化法の施行により、貸すことができ

るようになりました。ただし、貸している間に相続が発生し、

買取り申出を行う場合には、貸している者の農業経営への一定

の関与が必要で、貸借の事業計画に関与する内容を具体的に記

載する必要があります。万一、許可なく相対での貸し借りを行

うと猶予が取り消され、猶予されていた税額に利子税を加えて

納付することになりますので、注意してください。 

 そこでお尋ねします。 

 特例適用申請農地について、申請者御自身がどのように関わ

っていくのかを、お考えをお聞かせください。 

申請人 お答えします。 

 特例農地については今のところ全く考えてはおりません。自

分たちの家族内での耕作を目指してやっていこうというふうに

思っておりますので。 

 答えになっていますかね。家族内でやっていくという方向で

今のところは考えております。 

３番   ありがとうございます。 

 納税猶予制度は、単に相続税の軽減を目的とするものではな

く、農業経営の安定、農業の継続を図ることを目的として猶予

されるものです。ただいま申請農地の肥培管理や耕作を適切に

行い、農業経営を生涯行うことを約束していただきました。ぜ

ひよろしくお願いいたします。また、体にも十分注意し、続け

てください。ありがとうございました。 

議 長   ほ か の 委 員 さ ん で 御 質 問 な ど あ り ま し た ら お 願 い し た い と

思います。ありませんか。 

   ……質疑なしの声 

議 長   そ れ で は 、 質 問 が な い と 認 め て 、 私 か ら 申 請 者 の 方 に お 願

いをさせていただきたいと思います。 
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 ただいま両部会長からのいろいろな質問に答えていただきま

したけれども、相続税猶予制度というものは国のほうの制度で

ございます。そして、３年に１回、税務署から３枚の用紙が来

て、その報告をします。その前に農業委員会で現地確認をし、

肥培管理などを見て、その後、総会で証明書を発行いたしまし

て、その証明書を報告書と共に税務署に出すことになりますの

で、３年に１回は必ず調査に伺いますので、そのときにはまた

よろしくお願いしたいと思います。 

 ただいま両部会長から質問がありましたことが、こちらの封

筒に書いてありますので、お帰りになりましたら家族の方に見

ていただいて、相続税猶予制度というものがこういうものだと

いうことが書いてありますので、御確認をしていただきたいと

思います。よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、今日はありがとうございました。これで終わりた

いと思います。 

   〔申請人 退席〕 

議 長   そ れ で は 、 議 案 第 ３ 号 の １ 、 相 続 税 納 税 猶 予 に 関 す る 適 格

者証明書について、証明することに賛成の委員は挙手をお願い

いたします。 

   ……全員挙手 

議 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 全 員 挙 手 と 認 め 、 証 明 す る こ と に

決します。 

 続きまして、議案第３号の２の説明を事務局よりお願いいた

します。 

次 長   議 案 第 ３ 号 の ２ 。 農 地 等 相 続 人 の 住 所 ・ 氏 名 に つ い て は 、

記載のとおりでございます。 

 特例適用申請農地は上砂町４丁目の３筆、５丁目の３筆にな

ります。略図２－１を御覧ください。略図２－１は、自宅を挟

んで南北に位置する農地で、自家消費用野菜の作付のほか、ハ

ナミズキをはじめとする数種の植木が植え付けられておりまし

た。なお、①と②の農地の間は、公図上、青道とされている水

路の跡でございます。 
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 略図２－２を御覧ください。略図２－２は、武蔵砂川駅の北

西に位置する農地で、ヤマボウシ、ハナミズキ、モミジなどの

多品種の植木が植え付けられておりました。肥培管理は良好で

した。 

 議案第３号の２についての説明は以上でございます。 

議長   ありがとうございました。 

 議案第３号の２について、調査を担当された委員から補足説

明をお願いいたします。 

 補足説明を島田加美委員、内野委員、横幕委員の順でお願い

をいたします。 

 では、島田加美委員、よろしくお願いいたします。 

１ ６ 番  こ の 方 の と こ ろ は 、 植 木 の 生 産 と い う こ と で 、 た く さ ん の

種類の植木を生産しております。また、境界石に関しましては、

ほぼ分かっているんですが、埋まっているようなところも、ち

ょっとありましたので、そこら辺は、またはっきりしておくと

いうことでした。 

 あと、剪定枝が少々積んであるところがありましたので、こ

れは片づければいいということで言っておきました。 

 管理についても、本当にきれいになっておりますので、特に

問題はないと思います。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、内野委員、お願いします。 

８ 番   こ の 方 な ん で す け れ ど も 、境 界 石 も 大 体 確 認で き ま し た し 、

肥培管理も良好なので問題ないと思います。 

議長   ありがとうございました。 

 横幕委員、お願いします。 

１ １ 番  今 、 島 田 委 員 が お っ し ゃ っ た 、 剪 定 枝 が 少 し 散 ら か っ て い

たのは、片づけの指導があったところです。特にほかには問題

ないと思いました。 

議長   ありがとうございました。 

 この方は非常に広大な農地を所有されている方で、熱心に植
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木生産をされている方でございます。なので、非常にきれいに

され、ただ、何か所かに枝がまだ、このまま放置されていると

ころがありましたけれども、そちらのほうも早急に片づけてい

ただけるということでございますので。あと、もう全て、境界

石のほうも確認をできましたので、何の問題もないかと思われ

ます。 

 ということで、以上になります。 

 それでは、ただいま説明がありました件につきまして何か質

問、確認事項がありましたらお願いしたいと思います。よろし

いでしょうか。 

   ……質疑なしの声 

議 長   そ れ で は 、 質 問 が な い と 認 め 、 証 明 書 の 発 行 を 前 提 と し て

申請者に意思確認等を行いたいと思いますので、申請人を呼ん

でください。 

   〔申請人 着席〕 

議長   本日はお越しいただきまして、ありがとうございます。 

 申請人には相続税の猶予制度について十分御理解していただ

けると思いますが、農業委員会総会において、意思を改めて確

認させていただきますので、御協力をお願いしたいと思います。 

 農業委員会としては、相続税納税猶予制度が正しく運用され

なければ、制度そのものが維持できなくなり、立川農業の発展

はおろか、農地の存続さえできなくなってしまいます。そこで、

農業経営に対する申請人のお考えをお尋ねいたします。 

 最初に農業経営部会長、次に土地利用部会長の順に質問いた

します。 

 それでは、鈴木農業経営部会長、お願いいたします。 

１７番 よろしくお願いいたします。 

 大変お疲れのところ、御出席いただきまして、ありがとうご

ざいます。 

 相続税の納税猶予制度は、東京など首都圏で農業経営を継続

していく上で、なくてはならない制度であると同時に、他の業

種にはない特別な制度であります。この制度を申請された農地
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は生涯にわたり農業経営を行う義務があります。この長い期間、

様々な理由により申請者自身で耕作することが困難になること

も考えられますが、そのような場合でも農業経営は継続してい

かなければなりません。仮に申請者自身の健康状態が悪くなっ

たときには、御家族の協力がなければ農業経営の継続が難しく

なることが予想されます。 

 そこで、確認させていただきます。 

 １つ目。申請者自ら生涯にわたって農業経営を継続していく

意思をお持ちでしょうか。 

 ２つ目。後継者の育成や申請者以外の農業補助者、御家族の

方の協力、支援等を受けられるのでしょうか。 

 以上２点についてお答え願います。 

申請人 私は植木屋なので、そのつもりでいます。 

 あと、後継者なんですけれども、うちは女ばかりなので、あ

れなんですけれども、みんな、私ができなくなっても畑をやる

って言っていますので。はい。 

１ ７ 番  大 変 広 大 な 農 地 を お 持 ち で す の で 、 御 健 康 の ほ う に は 御 留

意願いたいと思います。本日はありがとうございました。 

申請人 ありがとうございました。 

議 長   そ れ で は 、 続 き ま し て 、 粕 谷 土 地 利 用 部 会 長 、 よ ろ し く お

願いいたします。 

３番   よろしくお願いします。 

 お忙しい中お越しいただき、ありがとうございます。 

 では、質問させていただきます。 

 相続税の納税猶予制度は農業だけに適用される特例措置です。

各市町村の農業委員会は、この制度が存続されるよう様々な努

力をしていますが、申請者や家族の方が農地の肥培管理を適切

に行わなければ、この制度を維持することはできなくなります。

適用申請農地は原則として申請者自身で耕作を行う必要があり

ますが、都市農地貸借円滑化法の施行により、貸すことができ

るようになりました。ただし、貸している間に相続が発生し、

買取り申出を行う場合には、貸している者の農業経営への一定
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の関与が必要で、貸借の事業計画に関与する内容を具体的に記

載する必要があります。万一、許可なく相対で貸し借りを行う

と猶予が取り消され、猶予されていた税額に利子税を加えて納

付することになりますので、注意してください。 

 そこでお尋ねします。 

 特例適用申請農地について、申請者御自身がどのように関わ

っていくかを、お考えをお聞かせください。 

申請人 私は自分でやるつもりでいます。 

 それと、あと、できなくなったら、子供とか弟なんかに手伝

ってもらって継続しようと思っております。 

３番   ありがとうございます。 

申請人 ありがとうございました。 

３ 番   納 税 猶 予 制 度 は 、 単 に 相 続 税 の 軽 減 を 目 的 と す る だ け で な

く、農業経営の安定、継続を図ることを目的として猶予される

わけです。ただいま申請農地の肥培管理や耕作を適切に行い、

農業経営を生涯行うことを約束していただきました。ぜひよろ

しくお願いします。 

申請人 よろしくお願いします。 

３番   体には十分気をつけて頑張ってください。 

申請人 ありがとうございました。 

３番   ありがとうございました。 

議長   ありがとうございます。 

 ほかの委員さんで御質問などありましたらお願いしたいと思

います。 

   ……質疑なしの声 

議 長   そ れ で は 、 質 問 が な い と 認 め 、 私 か ら 申 請 人 の 方 に お 願 い

がございます。 

 ただいま両部会長からいろいろ質問していただきました。ま

た、それに対してお答えしていただきましたが、相続税猶予制

度というものは国の制度でございます。３年に１回、税務署か

ら用紙が届いて報告することになっております。その前に農業

委員会が３年に１回、現地調査に伺いますので、そのときに肥
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培管理状況、また、石の確認等をさせていただきますので、そ

の確認が終わった後、総会で皆さんに諮って、証明書を発行す

ることを皆さんに採決していただいて、それで証明書を発行い

たします。なので、３年に１回はありますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

 それでは、ただいま両部会長が質問した内容が、こちらの封

筒に書いてありますので、お帰りになりましたら御家族で、相

続税猶予制度というものがどういうものかということを、皆さ

んで御理解していただきますよう、お願いしたいと思います。 

 それでは、今日は本当にありがとうございました。 

申請人 どうもありがとうございました。 

   〔申請人 退席〕 

議 長   議 案 第 ３ 号 の ２ 、 相 続 税 納 税 猶 予 に 関 す る 適 格 者 証 明 書 に

ついて、証明することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。 

   ……全員挙手 

議 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 全 員 挙 手 と 認 め 、 証 明 す る こ と に

決します。 

 次に、議案第４号、引き続き農業経営を行っている旨の証明

について、５件を議題に呈します。 

 なお、５件のうち、農業委員会委員の御本人が申請人となっ

ておられる案件があります。委員会会議規則により、本人や親

族に関する事項の審議には参与できませんので、関係する案件

の際には一旦御退出いただきます。 

 なお、その案件につきましては別途審議を行いますので、ほ

かの案件の審議には参与いただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 それでは、委員、退出をお願いします。 

   〔委員  退出〕  

議長   それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

次 長   現 地 調 査 を １ １ 月 １ ３ 日 、 申 請 者 、 申 請 者 代 理 人 、 会 長 、

金子委員、清水茂男委員、島田加美委員、嶋田貞芳委員、横幕

委員、事務局で行いましたので、調査結果を報告いたします。 
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 農地等の相続人の住所・氏名については記載のとおりでござ

います。 

 議案第４号の１、特例農地は砂川町７丁目の１筆となります。  

 略図１を御覧ください。略図１は、砂川公園、西武線北通り

の間に位置する農地で、ブロッコリーの収穫が終わり、サトイ

モ、ハクサイなどが作付されておりました。キャベツも作付さ

れていましたが、芯食いの被害に遭われたとのことで、処分せ

ざるを得なくなってしまったものが多く見られました。肥培管

理は大変良好でした。 

 議案第４号の１についての説明は以上でございます。 

議長   ありがとうございました。 

 それでは、現地の調査を担当された委員から補足説明をお願

いいたします。 

 １番の補足説明を清水茂男委員、横幕委員の順でお願いした

いと思います。 

 それでは、清水茂男委員、お願いいたします。 

１ ４ 番  こ の 方 の 畑 は 、 北 側 と 西 側 が 公 園 に 面 し て お り ま し た 。 畑

にはキャベツ、ハクサイ、サトイモが作付されていました。野

菜等は、みのーれ等へ出荷しているということで、肥培管理は

良好で、問題ないと思います。 

 以上です。 

議長   ありがとうございます。 

 続きまして、横幕委員、お願いいたします。 

１１番 特に問題ありません。 

議長   ありがとうございました。 

 ただいまの説明がありました件について、何か質問がありま

したらお願いしたいと思います。ないですね。 

   ……質疑なしの声 

議長   それでは、質疑がないと認め、採決に移ります。 

 議案第４号の１、引き続き農業経営を行っている旨の証明に

ついて、証明することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。  

   ……全員挙手 
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議 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 全 員 挙 手 と 認 め 、 証 明 す る こ と に

決します。 

 それでは、委員の入室をお願いいたします。 

   〔委員  入室〕  

議 長   そ れ で は 、 ２ 番 か ら の 説 明 を 事 務 局 よ り 、 よ ろ し く お 願 い

したいと思います。 

次 長   そ れ で は 、 議 案 第 ４ 号 に つ き ま し て 引 き 続 き 御 報 告 い た し

ます。 

 農地等の相続人の住所、氏名については記載のとおりでござ

います。 

 議案第４号の２、特例農地は若葉町２丁目の１筆となります。

略図２を御覧ください。略図２は、国分寺市との市境に近く、

五日市街道と高木街道の間、ほぼ中央に位置する農地で、サト

イモ、ダイコン、カブ、ハクサイなどが作付されており、肥培

管理は大変良好でした。生産物は庭先販売とのことでございま

す。 

 続いて、議案第４号の３、特例農地は幸町２丁目の３筆とな

ります。 

 略図３を御覧ください。略図３は、自宅の南側に位置する農

地で、ヤマボウシ、カエデをはじめ、多品種の植木が植え付け

られておりました。境界も確認でき、肥培管理も良好でした。 

 続いて、議案第４号の４、特例農地は上砂町３丁目の２筆と

なります。 

 略図４を御覧ください。略図４は、立川第五中学校の東、国

営公園北通りから少し北側に入ったところに位置する農地で、

サトイモ、ハクサイ、ネギなど自家消費用野菜のほか、数種の

植木が植え付けられておりました。一部、境界石が不明確な箇

所がありましたので、明確にしていただくよう依頼してござい

ます。 

 続いて、議案第４号の５、特例農地は一番町３丁目の２筆と

なります。 

 略図５を御覧ください。略図５は五日市街道から少し北側に
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入ったところに位置する農地で、ブルーベリー、ダイコンなど

が植え付けられており、肥培管理は良好でした。生産物は自家

消費とのことでございます。 

 議案第４号についての説明は以上でございます。 

議長   ありがとうございました。 

 調査を担当された委員から補足説明をお願いしたいと思いま

す。番号２を会長、横幕委員、番号３、金子委員、横幕委員、

番号４、島田加美委員、横幕委員、番号５、嶋田貞芳委員、横

幕委員の順でお願いしたいと思います。 

 では、初めに、２番を横幕委員、よろしくお願いしたいと思

います。 

１ １ 番  周 辺 が き れ い な 住 宅 地 で す の で 、 大 変 畑 も き れ い に 管 理 さ

れていました。問題はないと思います。 

議長   ありがとうございました。 

 この方は住まいが国分寺の方でございます。今年の７月まで

国分寺の農業委員もされていた方で、非常に管理もきれいにし

ていまして、もう何の問題もない農地でございました。 

 以上です。 

 続きまして、番号３を金子委員、よろしくお願いします。 

２ 番   こ の 方 は 植 木 を 生 産 し て い る 方 で 、 昨 年 ま で は 大 き な と こ

ろへ勤めていて、今、そこを退職しまして、自分のところをき

れいに管理しています。 

 境界石もちゃんとしていて、一部ちょっと、大きい木の根っ

こがありましたけれども、それも確認はできました。ただ、１

０月に手術しまして、今は足を引きずりながらリハビリを頑張

っている状態で、これが終わったら、また管理してくれると思

います。 

 以上です。 

議長   続きまして、横幕委員、お願いします。 

１１番 特にありません。 

議長   ありがとうございます。 

 続きまして、番号４を島田加美委員、お願いします。 
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１ ６ 番  こ の 方 の と こ ろ は 、 境 界 の ほ う が 、 本 当 に ひ と つ 分 か ら な

いということで、これも見つけていただくようにということで、

生産物は先ほど事務局で言いましたように、自家消費野菜と植

木の生産ということでされています。肥培管理も良好でした。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、横幕委員、お願いします。 

１１番 特に問題ないと思います。 

議長   ありがとうございます。 

 番号５ですね。嶋田貞芳委員、お願いします。 

６ 番   こ の 方 は 、 略 図 を 見 て も ら う と 分 か る ん で す け れ ど も 、 南

側の敷地、５宅地あるんですけれども、ここにもともとお住ま

いになっていた方なんですけれども、ここから今、引っ越され

て、畑のほうは毎日通いながら管理をされている方です。肥培

管理も非常に良好で、境界石も全て確認できました。生産物に

ついては、ほぼ自己消費ということでした。ということで、特

に問題はないと思います。 

 以上です。 

議長   ありがとうございました。 

 続きまして、横幕委員、お願いします。 

１ １ 番  ２ ０ ０ 坪 ほ ど の 小 さ な 農 地 で す け れ ど も 、 大 変 き れ い に 管

理されていました。御本人が今、マンション住まいなので、農

機具を置いておく場所もないと、ちょっとこぼされておりまし

たけれども、そういう御苦労もあるのかなと思いました。 

議長   ありがとうございました。 

 ただいま説明がありました件について、何か質問等がありま

したらお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。 

   ……質疑なしの声 

議長   それでは、質疑がないと認め、採決に移ります。 

 議案第４号、引き続き農業経営を行っている旨の証明につい

て、証明することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。 

   ……全員挙手 
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議 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 全 員 挙 手 と 認 め 、 証 明 す る こ と に

決します。 

 それでは、次に、その他で何か事務局でありますか。 

局長   大丈夫です。 

議長   ないですか。 

次長   はい。  

議 長   そ れ で は 、 な い よ う で あ れ ば 、 本 日 の 審 議 予 定 は こ れ で 終

了させていただきます。 

 次回の農業委員会総会は１２月２５日金曜日、午後３時から

３０２会議室で開催されますので、皆様の御出席をお願いした

いと思います。 

 本日は長時間になりましたが、慎重審議をしていただき、あ

りがとうございました。 

 

午後４時５５分 閉会  
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